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新型コロナウイルス感染防止の観点から、第

53回全国小中学校環境教育研究大会（東京大

会）は、昨年度に引き続きオンラインにて開催

することとしました。今回は、研究紀要の誌上

による発表のほか、四つの学校・団体が動画に

よる発表をしていただきます。コロナ禍での制

限はまだ続きますが、こうしてご支援ご協力を

いただきながらよりブラッシュアップして開

催できること、大変喜ばしく思います。関係の

皆様に感謝申し上げます。

さて、本研究会は昭和42年に全国小中学校

公害対策研究会として発足し、その後、全国小

中学校環境教育研究会に改名して50年以上が

経ちました。発足当時は、養護教諭を対象に公

害と児童生徒の健康についての調査を行った

り公害をテーマにした講演会を開いたりする

などで、いかにして公害から子どもたちを守る

ことが急務だったかがわかります。近ごろ公害

という言葉自体あまり聞かれなくなりました

が、長い間先人の知恵と努力によって時代は確

実に進歩してきてきたことを感じます。

こうした歴史を経て、現在では国や自治体、

学校現場の努力などにより、地域に即した環境

教育の実践も盛んに行われるようになりまし

た。しかし一方、危機感を感じていることがあ

ります。それは、学校現場に「○○教育」とい

う様々な教育課題があふれあまり、学校の中に

「不完全燃焼」が起きてはしないかということ

です。

学校では次々と新しい教育課題への解決が求

められており、環境教育やESDもその代表格

の一つになっています。とかく教育界はそうし

た教育課題に敏感なところがありますが、一方

全国大会開催に臨むこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　全国小中学校環境教育研究会 会長
                                         品川区立大井第一小学校 校長　　　藤　森　克　彦

で「かけ声倒れ」に陥る傾向があるように思

えてなりません。学習指導要領が改訂される

たびにキーワードとして新しいフレーズが盛

んにもてはやされて、その言葉自体が具体的

な内容を伴わないままに吹聴されたり一人歩

きしたりしていることもあるのではないでし

ょうか。解決の必要性が力説されているわり

に学校は冷めており、結果的に形骸化してい

たり一過性のものになったりしているかもし

れません。その中に環境教育やESD、SDGsが

あったなら、あまりにも悲しいことです。

もう一つは、先進的な取り組みをしている

学校の実践に対して「あの学校だからできた

んだ」とし、「うちの学校とは状況が全然違う

ので」といった言葉で片付け諦めてしまうこ

とはないでしょうか。当然、学校周辺の自然

環境や取り組んできた年月、地域コミュニテ

ィーの状況などは違うはずです。しかし、す

べて同じようにはできないにしても、規模や

形を変えるなど工夫して少しでもできないも

のかと知恵を出し合うことが大切です。

大事なことは、それぞれの学校の試みの中か

ら一般化されるものとして何があるのか、汎

用性のあるものや原理原則になる考え方、指

導者の意識、地域とのかかわり方など、それ

が何なのか考えていくことです。そして、い

くつかの試みの中から、少しでも我が校に根

付く取り組みが何かを見出していくことです。

そうした参考になる他校の実践や取り組み

の情報がオンラインや動画であっても、その

本質は変わりません。そこには、どの学校に

も通ずる知恵やノウハウは必ずあるんだとい

う期待を込め、全国大会に臨みたいと思います。
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北海道・東北支部報告 1

SDGsの達成に向けた「ESD for2030」
～ユネスコ・スクールとしての取組～

　

　 　秋田県環境教育研究会 支部長

　　 秋田県大仙市立大曲南中学校長 　島田　　智

今年、９年ぶりに中学校の現場に戻ることがで

きた。10年以上前から環境教育を学校経営の柱

として取り組んできた本校であるが、今回これま

での取組が、秋田ユネスコ協会の広報誌で紹介さ

れることになり、次のように寄稿した。

本校は2009年10月28日、秋田県の小中学校で

最初のユネスコ・スクールに認定された。現在

ユネスコ・スクールは全国で1100校余りあるが、

本校が認定された当時は150校程しかなく、しか

も県内にはまだなかったので、｢ユネスコ・スク

ールって何？ ｣と聞かれることが多かった。その

都度「持続可能な開発のための教育(ESD)を世界

中の学校と連携して進める学校だよ。」と説明し

てきたが、｢そのESD って何？ ｣と問われるのが

オチだった。　～中略～　本校のESDは、2008

年のエネルギー環境教育からスタートした。しか

し、学びを進めるうちに、エネルギーも環境も様々

なつながりの中で成り立っていることを知ること

となった。エネルギーだけ学んでも問題は解決し

ない、もっとグローバルに学ぶ必要があると考え、

ESDの理念にたどり着いた。そして、ESDの柱

を「エネルギー」「食」「国際理解」として本格的

に取り組み始めた。　～中略～　2013年には本

校を会場に全国小中学校環境教教育研究大会が開

催され、2016、2017年には国立教育政策研究所

教育課程研究指定校（中学校ESD)となり、研究

成果を発信した。私は、2015年に国連で採択さ

れたSDGsによって、学校でのESDの取組が加速

するものと考える。SDGsの目標４の達成はESD

によって、SDGsを実現するための人材育成に貢

献する。学習指導要領にも「持続可能な社会の創

り手の育成」が示されたこともあり、もはや「ESD

って何？」という問いはできなくなった。私たち

が10年以上前から取り組んできたESDが、教育

のトレンドになったことを自負するとともに、こ

れからも「ESD for 2030」を一層推進したいと

考えている。　現在本校では、これまでの伝統を

継承しつつ、本校の原点である「環境教育」から

のESDを深めるために、情報収集をしたり試行錯

誤を繰り返したりしているところである。来年度

は、その成果を報告したいと考えている。

北海道・東北支部報告２

地域をつなぐＥＳＤｓ

　

　 　宮城県環境教育研究会長

　　 宮城県気仙沼市立鹿折小学校長 　菅原　理恵

コロナ禍での生活も２年目となり、感染症対策

を講じながら、子供たちの「学びを止めない」た

めに、「どうしたらできるか」皆で知恵を出し合

って教育活動を展開してきた。本校では、昨年度

から文部科学省より海洋教育に特化した、教育課

程特例校の指定を受けて新設領域「海と生きる探

究活動」の学習を行っている。「地域をつなぐＥ

ＳＤｓ」をコンセプトに昨年度作成したデザイン

シートと年間指導計画について「実践→見直し→

改善」を図りながら探究的な活動に取り組んでい

る。昨年度同様、震災復興に取り組む気仙沼市全

体を見つめ、３年生は海と関わる伝統文化、４年

生は水と環境（森・山→鹿折川→海）、５年生は

海と関わる基幹産業、６年生は気仙沼市の「海 

とともに生きるまちづくり」をスローフード都市

宣言を行っていることに着目して、それぞれの探

究課題を設定し、学習を進めた。今年度は、さら

に一歩進めてキリバス共和国の小学校と交流し、

気仙沼市から地球規模の環境問題を考え、文化の

多様性を学び合う学習を指導計画に位置付け展開

している。先日、学習の前段階として子供たちが

キリバス協会代表理事の方からレクチャーを受け、

次に教員同士のオンライン交流を行ったところで

ある。子供たちは、例えば、「気仙沼市でサンマ

の漁獲量が激減したのは何故か」という問いをも

ち、「地球温暖化による気候変動が原因ではない

か」と予測を立て、大学教員（東北大・東京大）

の指導による実験と科学的根拠に基づいた講義で

検証することを行っている。キリバス共和国が地

球温暖化の影響で水没の危機にあること、その要

因が遠く離れた、しかし海でつながっている自分

たちの生活の有り様にあることを現地の子供たち

との交流をとおして実感として捉えることは、ま

さに地域（Local）から地球規模 （Global）の学

びへとつながっていくのではないかと期待してい

るところである。折しも、眞鍋淑郎氏が大気中の

二酸化炭素濃度の増加が地球温暖化に影響するこ

とを実証した業績によってノーベル物理学賞を受

賞した。眞鍋氏と親交のある大学教員の授業を受

けて、子供たちはより環境について深く考えてい

くのではないかと思う。ＥＳＤの教育では、持続

可能な社会の担い手として、学びの中に常に「当

事者意識をもつ」ことを大切にしていきたい。

各　支　部　の　活　動　報　告

～地域(Local)から地球規模(Global)の学びへ～
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関東・甲信越支部報告２

今やらねば

　 　 東京都小中学校環境教育研究会長

　 　 東京都多摩市立連光寺小学校長　關口　寿也

　一昨年度末から続くコロナ禍は、研究活動が予

定通りに進まないもどかしさを感じさせてくれて

います。そのコロナ禍では、プラスチック素材が

原料である不織布マスクや防護服などが大量消費

され、健康・安全には代え難いと理解しつつも、

環境ジレンマを生み出しています。熱中症予防と

感染予防のために換気をしながらのエアコン使用

も、温暖化との関係でしかりです。そんな様々な

もどかしさを打破していくためには、やはり研究

を進めなくてはならないという信念のもと、月１

回の研究部会を開催しています。

　今年度の研究部会では、「美しい」「もったいな

い」「何か違う」といった、身の回りの環境に対

する私たちがもっている本能的な感覚はどこで培

われていくのかといった根源的な課題からスター

トしました。豊かな自然環境に触れる機会が圧倒

的に少なくなった現代で、学校が負うべき学びと

は何かにスポットを当てて研究を進めています。

詳しくは、第53回全国小中学校環境教育研究大

会の研究紀要をご覧ください。

　また、研究大会に先立ち、9月には国連広報セ

ンター所長の根本かおる氏と、国連大学サステナ

ビリティ高等研究所研究員のEvonne Yiu氏を招

き、意見交換を行いました。SDGsの達成に向け

た日本の課題や教育に求められていることについ

て、改めて深く考えさせられる機会となりました。

その様子は、研究大会のパネルディスカッション

にて配信します。

　環境教育の普及啓発活動としては、８月に東京

都小中学校環境教育研究会主催の「高尾山自然観

察会」を企画しました。また同月、スチール缶リ

サイクル協会・日本製缶協会・日本缶詰びん詰レ

トルト食品協会・教育家庭新聞社との共催で「リ

サイクル研修会」も企画しました。緊急事態宣言

の発出もあり、両研修会共に延期となりましたが、

申し込みも多く、コロナ禍といえども環境教育へ

の関心は冷めていないことが嬉しくなりました。

　ティッピングポイントの迫りに感じる焦りを使

命感に変え、私たちは研究を進めています。

関東・甲信越支部報告 1

「みんなもよく」の視点としての SDGs

　 　　　　 埼玉県環境教育研究会長

　　　　　　越谷市立大袋東小学校長　中台　正弘

　本校では、環境教育及びESDの実践の蓄積をベ

ースに、令和2年度から、「新型コロナ対応」との

両立を前提とする中で、SDGsを視点に取り入れ

たカリキュラム・マネジメントによる生活科及び

総合的な学習の時間を核とした教科横断的な学習

の実践に取り組んでいる。

　さて、SDGsについて、近江商人の理念といわ

れる「三方よし」（売り手よし、買い手よし、世

間よし）との類似性が指摘されている（経済産業

省「SDGs経営ガイド」2019年等）。一方、本校

に「自分もよく、相手もよく、みんなもよく」と

子どもたちに説く若手教員がいる。この教員の

実践から、「三方よし（学校教育における）」と

SDGsとのかかわりについて少し考えてみた。

　ある日の道徳の授業で、チョモランマの清掃登

山に取り組んだ野口健氏のエピソードを題材に

「環境保全」について考えた。多くの子どもたち

が「一人一人の行動で自然を守ることができる」

とまとめていたが、ある児童が「自然を守ること

は一人では無理、多くの人の力が必要だ。野口さ

んはそのことに気付かせてくれた。」と発言した。

担任も他の児童もハッとした。

　この授業（題材）において、「自分」は登山者、「相

手」は山（自然）であろう。しかし「多くの人の

力が必要」と発言した児童は、「みんな」につい

ても考えている。その背景にはSDGsの17「パー

トナーシップで目標を達成しよう」がある。まさ

に「深い学び」である。

　現代の高度化された社会の中で、「自分」や「相

手」に対して「みんな（世間）」はあまりに多様

であり、実感として捉えることが難しい。しかし、

SDGsの17のゴールは、そもそも2030年までに

「みんなもよく」なるために設定されたものであ

る。このことから、SDGsは「みんなもよく」を

導くための視点になり得ることに気付いた。

　本校におけるSDGsにかかわるさまざまな学習

や活動を通して、子どもたちに「みんなもよく」

を大切にできる感性を養っていきたい。
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関東・甲信越支部報告４

みんなで取り組むＥＳＤ
～ with コロナ禍での SDGs ～

　 　神奈川県環境教育研究会長

　　 神奈川県横浜市立日枝小学校長　住田　昌治

１．研究のねらい

　昨年に続きコロナ禍においてSDGs/ESDをホ

ールスクールアプローチで進めている。昨年度よ

りは活動の制限も緩み、子ども達も学校の内外の

自然や人・ことに触れることができるようになっ

てきた。十分ではないにしろ、待ったなしの気候

危機、何ができるか考えながら教育活動を進めて

いる。子どもだけでなく、教職員の活動も活発に

なってきた。子どもを支える教職員の活動を紹介

したい。

２．研究内容（例）

　①OECD気候アクション。OECDとUNESCO

によるプロジェクトに取り組んでいる。気候アク

ションのシュートビデオを作って、地球温暖化と

いうスケールの大きい問題に立ち向かう世界中の

先生や若者をエンパワーするプロジェクト。温暖

化をめぐっては厳しい、恐ろしいデータや資料

ばかりが突き付けられる。学校現場では、子ど

も達と一緒に何ができるか希望の物語がビデオ

で提供され、ＨＰ上で公開されている。https://

www.globalteachinginsights.org/channel/

Climate+Action/212779523

　②SDGsは学校図書館から

学校図書館は、全校児童、教職員が使う場所。探

せばSDGｓに関する図書はたくさんある。司書

や子ども達で、SDGsの視点で図書を見直し、活

動のきっかけ作りをしています。 

３．課題

　withコロナの時代。未来への希望をもって、

できることを考えながら、学校全体でつながりを

意識した教育活動を展開していきたい。

関東・甲信越支部報告３

コロナ禍での研究活動をいかに進めるか

　 　 千葉県教育研究会　環境教育部 会長

　　  千葉県富里市立富里南小学校長  古谷　成司

　昨年、この原稿を書いているときに「来年は少

しは良い状況にあるだろう。」と淡い期待を抱い

ていましたが、残念ながら大きく打ち砕かれ、今

まさに緊急事態宣言下であります。

　しかしながら、昨年度は千葉県内の環境教育部

会の活動が全てストップしていましたが、今年9

月現在では少しずつ動き出しています。

　まず、県内10地区の環境教育研究部の支会の

リーダーを集めた支会長会をZoomを使用してオ

ンラインで開催しました。この会を通じて年間の

様々な計画を立てることができました。また、各

支会での活動の様子について情報交換することが

できました。

　次に、11月に支会長会を再度オンラインで開

催し、コロナ禍での環境教育の進め方について話

し合う場を設けることになりました。コロナ禍だ

から活動を全てストップするというのではなく、

少しずつでも環境教育研究部としての歩みを続け

る姿勢をみなさんがもたれていることに対して非

常に嬉しく思いました。

　おそらく11月の会ではこれまでとは異なった

取り組みの発表や話し合いがなされるのではない

かと想像します。

　２年前は富里市立根木名小学校で全国大会を開

催し、地域の豊かな自然を生かした授業や教育活

動を見ていただきました。地元の環境団体の方々

等に授業に参加していただく等、環境活動に携わ

る様々な大人とのふれあいがありました。現状で

はなかなか学校外の方々と直接的なふれあいがも

てない状況にあります。千葉県は自然豊かなとこ

ろであるだけに、今まで実践できていた直接的に

環境に働きかける活動がしづらくなっているので

はないかと思われます。

　こうしたときだからこそ、新たな視点で、新た

な環境教育の扉を開けるチャンスではないかと思

うのです。そして、その扉の先を県内の先生方に

お伝えしていきたいと考えています。
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北陸・近畿支部報告１

兵庫県尼崎市の環境教育 

　　　 兵庫県尼崎市立成良中学校長　桐山　　勉 

【尼崎の歴史】

　尼崎市は大阪湾に面しており、100年前までは

海や干潟に多くの生物が生息し、その恵みが人々

の生活を支えてきました。また、近世においては

交易の中心地として繁栄し、近代以降は阪神工業

地帯の一角を担い、我が国の発展を支えてきまし

た。

　しかしながら、工業の発展に伴って様々な公害

問題と直面するようになりました。そのため、現

在は環境改善によって美しく住みよい町に戻ろう

と努力しており、尼崎市の小中学校の子どもたち

に対して、以下のような環境教育を行っていると

ころです。

【尼崎運河での学習会】

　尼崎市南部にある尼崎北堀運河の水質浄化施設

において、小中学生を対象とした環境学習会を行

っています。

　この施設は、人工干潟のヨシや貝類、プランク

トンなどの微生物が、汚れの原因となっているチ

ッソやリンといった栄養を吸収して水質浄化を行

います。その仕組みを知ることで、生物多様性の

大切さに気づかせる学びの場となっています。

【尼崎21世紀の森づくり】

　以前、尼崎市の工業地帯であった土地を利用し、

100年後を見据えた森づくりに取り組んでいます。

ここでは、尼崎市内の小中学生が六甲山系や武庫

川流域に自生する広葉樹のドングリから苗づくり

を行い、植樹、下草刈り、間伐の体験から森が育

む命のつながりを学ぶことができます。本校の生

徒も森の成長を調査するために生物観察や、自分

たちで製作した巣箱を設置して野鳥の観察をして

います。

【環境読本の発行】

　今年度より、尼崎市経済環境局環境部とNPO

あまがさき環境オープンカレッジや専門家が中心

となって環境読本「めざせエコあまレンジャー　

～あまがさきの環境のハナシ～」を作成しました。

それを市内の全小学校に配付し、環境学習を行っ

ています。また、ボランティアが解説をすること

で、学習効果を高めています。

　このように、現在の尼崎市は、地域の環境資源

や市民の力を生かし、命のつながりや自然の大切

さについて学び、豊かな心を育む環境教育の実現

に向けて取り組んでいます。そして、住みよい町

を創ろうとする若者を育てようとしています。

北陸・近畿支部報告２

持続可能な社会の実現にむけて 
～身近な環境を活かして主体的に取り組む
　　　　　　　　　　　子どもの育成～

　　　 滋賀県小学校教育研究会 環境教育 部会長 

　　　 滋賀県長浜市立永原小学校長　金森　房枝  

　滋賀県教育委員会では、「学校教育の指針」で、

滋賀の学校教育の重点に「環境教育の推進」を位

置づけ、また滋賀県では、平成28年に第３次滋

賀県環境学習推進計画を策定され、「持続可能な

社会の実現に向けて主体的に行動できる人づく

り」を推進している。滋賀の豊かな自然や琵琶湖

等の身近な環境などに関心を持ち、これらの環境

に対する人としての責任と役割を理解し、環境に

やさしい生活や地域の環境保全活動等の積極的な

行動と、環境に配慮した生き方の育成が重要と考

えている。また､自然と共に暮らす独自の生活文

化が残るなど、環境学習の教材として非常に優れ

た文化や伝統が、県内各地に息づいている。 

　学校現場においても、地域に根ざした環境学習

の取組を通して、身近な琵琶湖や河川、森、林な

どの生物調査や学校生活における省エネルギーや

リサイクルなどの学習に取り組んでいる。長浜市

では、昭和62年に環境に関心を持ち、身近な問

題解決に向けた地域づくりのリーダーを育成する

ことを目的に、長浜市水生生物少年少女調査隊

「みずすまし」が結成され、本年度で35年の実績

を積み重ねてきている。世界では、ＳＤＧｓの取

組が加速し、持続可能な社会の実現に向けて、主

体的に行動できる子どもたちの育成が求められて

いる中では、このような地域の身近な環境学習が、

自然理解や環境問題を自分事として考え行動でき

る人材の育成につながる大事な取組、歩みである

と感じている。滋賀の最北端、琵琶湖のてっぺん

に位置する本校は、山門水源の森を有する学区で

あり、全校山門学習を学校の教育活動の中核に据

え取り組んできている。また、昨年度はユネスコ

スクールに加盟申請し、ＥＳＤティーチャープロ

グラム研修会を実施し、奈良教育大学の先生方に

ご指導いただいた。教員の資質・能力の向上を図

ることができ、ＥＳＤ実践への意欲を高めること

ができた。環境学習の取組をＥＳＤの視点や価値

観で 再考した授業改善の重要性を痛感するとと

もに、教員の更なる授業実践の積み上げを期待し

ているところである。
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あるということ、「ひとごと」から「自分ごと」

へといった意識の転換と、「企業経営」としての

戦略の転換である。

　これまで東京都小中学校環境教育研究会は、

人類の行き過ぎた社会活動が引き起こしてきた

環境問題に警笛を鳴らし、持続可能な社会への

改善を試みる教材化を進め、授業実践を重ねて

きた。授業実践を取り組む中で、私たちの実生

活はどう変化したであったろうか。給食の残菜、

コンビニや飲食店の食料廃棄、化学繊維を大量

に利用した衣料品廃棄など、様々な場面で今な

お環境への負荷をかける生活を続けている。子

供たちは、様々な環境問題について学ぶ機会が

増え、問題意識をもつようになってきている

が、実生活では、ペットボトル飲料やファスト

ファッションを無意識に手にしている状況にあ

る。特に東京都の子供たちは、自然環境に触れ

る機会が減り、化学的な染料の色やモニターを

通した色など人工的に作られた色に触れる機会

が増している。自然のもつ本来の美しさを知ら

ずに大人になってしまう。例えば昆虫の羽の輝

き、天然素材の風合いや香り、自然の染料の繊

細な色などである。本物のもつ自然な美しさを

美しいと感じ、それらを無意識に守りたいと思

う心を培っていきたいと考えた。

　学校教育において、多くの教員は、「持続可能

な社会の作り手」の育成に対するビジョンがま

だまだ明確にすることができていない。持続可

能な社会の実現には、指導する教員自身の意識

の変容も不可欠となっている。これまで本研究

会が取り組んできたＥＳＤは、その実現を可能

にすると信じる。それは、教育の、教師の、そ

して児童・生徒の変容をまさに希求するもので

ある。

　これまで本研究会が取り組んできたＥＳＤの

授業概念を盛り込み、持続可能な地球に向けて

の小さな一歩を積み重ねてゆくべく、教師一人

一人が児童・生徒の実態に応じ、自らすすんで

環境教育の実践を構築することができるための

ヒントとして「学びの地図」を作成する。

持続可能な社会づくりのための環境教育の推進

－つなげる環境教育の輪－

東京都小中学校環境教育研究会

Ⅰ　研究主題設定の理由

　気候変動の影響により世界各地で発生している

異常気象や、エネルギー問題、貧困や飢餓など、

人類がかつて経験したことのなかった環境問題が

地球規模的に生じている。日本においても、昨年

５月に北海道の佐呂間で最高気温39.5℃に達し

たことは記憶に新しい。全国的に見ても５、６

月に真夏日となる日が多くなっている。さらに

今年10月には、九州で連続真夏日の記録を更新

した。現在、小中学校では、新型コロナウイル

ス（Covid-19）感染症対策のマスク着用に併せて、

熱中症対策を講じなければならず、体育的行事だ

けでなく、日常の校庭利用や水泳指導の中止を余

儀なくされることも増加している状況である。

　今年４月、米国で開催された気候変動サミッ

トにおいて、日本政府は温暖化ガスの排出量を

2030年までに、2013年度比で46％削減すると

表明した。この46％という数値は、これまでの

削減目標である26％から大きな積み増しである。

また、その他の国も相次いで新たな削減目標を表

明した。これらの目標は本当に実現可能な目標な

のであろうか。国内では、地域における2050年

脱炭素社会の実現に向けた施策を検討する国・地

方脱炭素実現会議が６月９日に首相官邸で開催さ

れ、2030年までに少なくとも100カ所の脱炭素

を実現する先行地域を創出することなどを盛り込

んだ「地域脱炭素ロードマップ」を取りまとめた。

このロードマップの地域と暮らしに関わる個別分

野別の対策・促進施策には、循環経済への移行と

して「プラスチック資源循環の促進」や「食品廃

棄ゼロを目指す先行エリアの創出」、「循環型ファ

ッションの促進」などが掲げられている。

　また、各国政府のみならず、民間企業や経済界

はＳＤＧｓに対して大変真摯で積極的な取り組み

を進めている。ダイベストメントや石炭火力発電

所の運用停止、ＲＥ１００、喫煙対策、フードロ

ス対策等、マスコミが話題を提供しない日はない。

その根底にあるのは、ＳＤＧｓが世界共通言語で
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Ⅱ　研究の方法

　１　役員定例会で理論構成を行う。

　２　全国小中学校環境教育研究会で作成した

「新しい環境教育」で示す児童・生徒の3つ

の能力・態度をもとに、本会研究部で指導

計画・授業プラン・学びの地図を作成する。

【児童・生徒に身に付けさせたい 3 つの能力・態度】

地球とそこに生きるすべての生命にとって

(1) よりよい環境を求め持続させる意欲や態度

(2) よりよい環境のあり方を考える力

(3) よりよい環境の創造を目指す社会にすすん  

　　　  で参画し、貢献する実践力

３　全国小中学校環境教育研究会、外部機関と

連携をし、研究員各校において指導実践を

深める。

４　全国小中学校環境教育研究会の発表

　（令和３年11月19日 オンライン開催）にお

いて、研究発表を行う。

Ⅲ　研究経過

　１　学校現場でのＥＳＤ推進状況の確認

　２　取り組み可能な課題の検討

　３　これまで取り組んだ「2100年の未来天気」

「替えて代えて変える未来」の検証

　４　「自分たちの育てた綿×自分の思いが加わ

ったエコなモノづくり（５・６年家庭科・

総合）」、「世界を見直して環境を考えよう

（５年総合）」学びの地図作成

　５　研究会員の学校における授業実践

　６　ポートフォリオによる授業検証

Ⅳ　学びの地図　例

「自分たちの育てた綿」×「自分の思いが加わったエコなモノづくり」

令和３年度　全国・東京都環境教育研究会　活動計画
月 日 曜 開催会合 内　　　容 月 日 曜 開催会合 内　　　容

4 22 木 役員会１
・役員、地域理事確認・絵画コンクール
  企画説明・総会準備〔杉並十小〕

10 30 土 自然観察会 ・高尾山の植生と動植物

5 27 木 役員会２
・総会準備・全国理事会準備
・全国大会一時案内〔杉並十小〕

11 9 火 役員会７
・都（全国）大会要項、準備検討
　〔杉並十小〕

5 27 木 研究員１
・今年度の研究について
・研究方針・研究予定
　〔杉並十小〕

11 12 金 研究員７
・研究過程検討　・情報交換
　〔杉並十小〕

6 11 金
全国理事会
都総会
役員会３

・昨年度報告・今年度計画
　〔書面開催〕

11 19 金
第 53 回全国小中
学校環境教育研究
発表大会

・兼第 57 回東京都小中学校環境教育研究大会
　〔オンライン〕

6 17 木 研究員２
・研究経過検討・研究計画立案
・各校事例交流〔杉並十小〕

11 20 土 リサイクル研修会
・スチール缶リサイクルについて
　〔あらかわリサイクルセンター〕

6 19 土 動物園研修会 　中止 12 2 木 役員会８ ・全国大会反省　〔杉並十小〕

7 12 月 役員会４
・全国大会要項骨子確認
　〔杉並十小〕

12 2 木 研究員８
・研究過程検討　・情報交換
・研究紀要〔杉並十小〕

7 21 水 研究員３
・研究過程検討・情報交換
　〔杉並十小〕

1 13 木
役員会９
研究員９

・研究紀要〔杉並十小〕

8 4 水 研修会 ・J-POWER オンライン研修（中止） 1 29 土 野鳥観察会 ・野鳥の観察〔場所未定〕

8 27 金 研究員４
・研究過程検討・情報交換
　〔オンライン〕

2 1 火 役員会 10 ・令和３年度反省

9 10 金 役員会５
・全国大会二次案内・東京の青い空編集
　〔杉並十小〕

2 1 火 研究員 10 ・研究紀要〔杉並十小〕

9 17 金 研究員５
・研究過程検討・情報交換
　〔杉並十小〕

2 25 金 研究員 11 ・令和３年度反省〔杉並十小〕

10 11 月 研究員６
・都（全国）大会発表準備
・全国研究紀要〔杉並十小〕

3 7 月 役員会 11
・令和３年度反省、令和４年度計画
　〔杉並十小〕

10 18 月 役員会６
・都（全国）大会計画
・自然観察会確認〔杉並十小〕

 
 

（４）カリキュラム・マネジメントの視点からこれまでの活動をつなぐ 

例）総合的な学習の時間「環境問題」✕家庭科「手縫いとミシン、目的にあった縫い方」 

日本の伝統的なものづくりと環境学習をつなぐことで、より効果的に児童・生徒の意識を変えて

いくことができる。 
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『 みんなでつくろう持続可能な社会』
『 みんなで守ろう豊かな自然』

第 24 回全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール

　昨年度は新型コロナウイルス感染症防止のた

め、残念ながら環境絵画コンクールの実施を見

送りました。今年度も感染防止の影響で開催が

危ぶまれましたが、学校現場や関係団体などか

らの要望の声や協賛企業からの支援もいただけ

るとのことで、２年ぶりに実施することとしま

した。

　このコンクールは、「絵を描く」という子ど

もたちにとって身近な方法を通して、環境への

意識を高め自分たちの行動そのものが地球規模

の環境の保全への第一歩であることを意識して

ほしいとの願いから、毎年開催しているもので

す。

 『みんなでつくろう持続可能な社会』『みんなで

守ろう豊かな自然』をテーマとして、文部科学省、

環境省、日本環境協会の後援をはじめ、(株)みず

ほフィナンシャルグループ、明治安田生命保険

相互会社、丸紅(株)、積水化学工業(株)の協賛を

いただき、全国の児童・生徒を対象に5月中旬か

ら9月10日までの期間で募集をしました。第22

回から環境大臣賞の受賞作品が、環境省の環境

白書の表紙絵に選定されています。

　今回は、コロナ禍にもかかわらず募集期間中

に、小学校の部269校・団体より3,131点、中学

校の部319校・団体より2,948点の計6,079点の

作品が、北海道から沖縄県まで全国各地から送

られてきました。また、今まで応募されていな

かった学校からの応募も多数あり、本コンクー

ルの活動が広がってきていることが分かります。

今回6,000点を超えたのは平成17年度(第9回)開

催以来のことで大変うれしく思います。

　コロナ禍であっても、まさに児童・生徒の環

境に対する興味関心や創作意欲は健在であった

といえます。また、持続可能な社会に対する関

心がますます高まる中、児童・生徒を文化的・

創作的な活動に導いていただく環境を用意して

いただいた教育行政関係者をはじめ、協賛企業、

関係団体様のご支援があってのことだと思いま

す。本当にありがとうございました。

【応募作品について】

　今回も主に次の基準に沿って審査を行いました。

○テーマに沿っている

○児童・生徒の意見や願いが分かる

○デッサンに工夫がある

○他の作品の模倣や類似ではない

○その他、人権上の配慮　など

　審査終了後、審査委員長の秀明大学教授　岡

本 昌己 先生からは、今年度の応募作品は構図の

オリジナリティーがあり発想も豊かになってい

るとのご講評をいただきました。技術的にも高

度で丁寧に仕上げている作品も多く、また環境

への意識の高まりや日常生活で環境問題にどの

ように取り組むかということを伝えようとする

姿勢も伝わってきました。審査の結果、小中学

校別に、文部科学大臣賞、環境大臣賞、会長賞、

みずほ特別賞、明治安田生命特別賞、丸紅特別

賞、積水化学特別賞(以上各1点ずつ)、佳作(小中

各10点ずつ)のほか、学校賞として東京都港区立

青山小学校と広島県広島市立大塚中学校の受賞

が決まりました。

【第24回会長賞作品】（本研究会HPに紹介）

〈大阪府河内長野市立長野小学校 小６〉

 

〈長野県飯田養護学校 中３〉


